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３－８　東北地方周辺における b値の空間分布
Spatial variation of b-value in northeastern Japan.

気象庁気象研究所
Meteorological Research Institute, JMA

1．はじめに
弘瀬・他 1）2）では，東北日本太平洋下の b 値の空間分布を推定し，Yamanaka and Kikuchi 3）に

より推定されたアスペリティは高 b 値域を避けるように分布していることを報告した．今回，地
震データの期間を延長することで，b 値の空間分解能を上げた．その結果について報告する．

2．データ・解析手法
1990 年から 2011 年 2 月までの期間に決定された気象庁一元化震源（M ≧ 3.0, 深さ 90 km 以浅）

のうち，太平洋プレート境界付近および二重深発地震面の上面で発生している地震を抽出した（第
1 図）．震源の抽出には，地震検索・地震活動解析プログラム REASA4）を用いた．

b 値の推定には Wiemer による解析ツール ZMAP 5）を用いた．0.05 度グリッドを配置し，各グリッ
ドから最寄りの 200 個の地震を取り出し，そのグリッドでの下限マグニチュード Mc を Wiemer 
and Wyss の手法 6）で推定した．この方法は，地震の大きさ分布は G-R 式に従うものと仮定し，地
震の検知能力を，観測された規模別頻度分布と理論的な G-R 式との適合の度合い（R 値）から推
定するものである．R 値が 90 以上の最小のマグニチュードを下限マグニチュード Mc とし，R 値
が 90 未満の場合は，そのグリッドで b 値を推定しない．データが G-R 式に従うという仮定が成り
立たない場合（上に凸，下に凸，蛇行，折れ曲がり）に，このようなことが発生する．以上のよう
な手続きから推定できた Mc 以上の地震を用いて，最尤法 7）で b 値を推定した．ただし，Mc 以上
の地震が 50 個未満の場合も b 値を推定しないこととし，第 2 図では灰色で示している．

3．結果・議論
推定したb値の空間分布を第2図に示す．使用したデータが異なるものの，弘瀬・他 1）2）の結果同様，

次の 2 つの大きな特徴が挙げられる．
・太平洋下浅部では，b 値は海溝側で小さく陸側で大きい．
・高 b 値域は，プレート境界上のアスペリティを避けるように分布している．
岩石実験 8）からは，応力が高いと b 値は小さく，応力が低いと b 値は大きくなることが知られ

ており，低 b 値域はアスペリティ近傍で応力が高いことを反映していると考えられている．その
ため，低 b 値域（第 2 図の青い領域）は未知のアスペリティの存在も示している可能性がある．

（弘瀬冬樹） 
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第 1 図　解析に用いた地震の震央とアスペリティ分布
1990 年から 2011 年 2 月までの期間に決定された気象庁一元化震源（M ≧ 3.0, 深さ
90 km 以浅）のうち，太平洋プレート境界付近および二重深発地震面の上面で発生
している地震を抽出．アスペリティは Yamanaka and Kikuchi3) および室谷・他 9) 10)

によるもので，最大すべり量の 50% 以上をアスペリティと定義して黒または紫で縁
取っている．また Yoshida et al. 11) による震源過程解析によって推定されたすべり量
のコンターを 4 m 間隔の赤実線で示し，最大すべり量の 50% 以上を太い実線で示
している．その他に，橙破線は太平洋スラブ等深線 12) 13) 14)，関東地方の赤および紫
実線はフィリピン海スラブ等深線 15) 16) をそれぞれ示す．青破線はフィリピン海スラ
ブの北東端 17)，青実線で挟まれた領域はフィリピン海スラブと太平洋スラブの接触
域 16) をそれぞれ示す．緑領域は関東地震 18) のアスペリティを示す．青領域はスロー
スリップ域［e.g., 広瀬・他 (2000)19］; Ozawa et al. (2003)20), Sagiya (2004)21)］を示す．
矢印は陸のプレート（ユーラシア，アムール，およびオホーツクプレート）に対す
るフィリピン海プレートおよび太平洋プレートの沈み込みベクトル 22) を示す．

Fig.1　The asperity distribution and epicenters of earthquakes used in this study

第 2 図　推定されたｂ値とアスペリティ分布
b 値の推定基準を満たしていない領域（本文参照）は灰色で示している．
その他のシンボルについては第 1 図参照．

Fig.2　Estimated b-value and asperity distribution
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